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生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持改善計画を含む）（案） 

令和元年 ６月  日 

（名称）深谷市地域公共交通会議 

生活交通確保維持改善計画の名称 

深谷市生活交通確保維持改善計画 

 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

深谷市は面積が１３８．４１ｋｍ２、人口１４３，８８１人（Ｈ２７国勢調査）

で埼玉県の北西部に位置し、平坦な地形を呈している。また、市内には広域的な

移動手段であるＪＲ高崎線と秩父鉄道の２つの鉄道で計６駅が整備されており、

この鉄道と結節する地域間移動の足として、市内に民間路線バスが４路線運行さ

れている。 

 

コミュニティバス「くるリン」は、これらを補完する役割として平成１２年度

から本格運行し、平成２７年４月から現運行を開始し、令和２年３月の運行事業

者との契約満了に伴い、令和２年度より新運行体制に再編される。 

また、平成３１年３月には「深谷市地域公共交通網形成計画」を策定し、「市

民活動と移動を支える 持続可能な公共交通ネットワークの形成」を基本方針と

して定めた。 

再編にあたり実施した市民アンケートでは、回答者の約７割が移動手段につい

て将来に不安を感じており、障害者や高齢者等の交通弱者の移動ニーズをとら

え、市民の日常生活を支える交通手段として確保していくことが課題であり、効

率的かつ効果的な公共交通ネットワークを構築・維持していくことが重要とな

る。 

 

そこで、鉄道や民間路線バスとコミュニティバス「くるリン」を有効に結節さ

せ、既存の公共交通を維持確保するとともに、交通弱者の足の確保および交通空

白地帯の解消を目的として本計画を策定する。 

 

２．地域公共交通確保維持事業に係る定量的な目標・効果 
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（１）事業の目標 

数値目標の 

項目  

使用す

る指標 

現状  

（H30） 
R2 

ⅰ）利用者数

の増加 

（人 /年）  

実測値 
61,247 

(対象路線 ) 
62,477 

ⅱ）利用者の 

満足度の

向上  

利用者 

アンケ

ート  

別紙参照

（P12） 

（H30） 

各 項 目 と

も 前 年 度

以 上 の 満

足度  

ⅲ）収支率の 

向上（％） 
実測値 10.5 11.5 

 

●令和２年度以降の事業の目標について 

当該運行系統は令和２年３月をもってコミュニティバス運行事業者（定時定路

線）との運行協定が終了する。これを契機にこれまでの経緯や現状を踏まえ、既

存公共交通ネットワークを検証・評価し、より効果的かつ利便性の高い公共交通

ネットワークを構築するため、平成３０年度に地域公共交通網形成計画を策定し

た。令和元年度は運行再編のための準備期間とし、令和２年度以降の当該運行系

統のあり方についても、検証し、必要に応じた改定を行い、新たな事業目標を設

定することとする。 

 

５カ年（Ｒ１年度～Ｒ５年度事業）の目標 

令和５年度 

コミュニティバス「くるリン」（定時定路線）の利用者数を 118,881 人とする。 

バス（コミュニティバス「くるリン」（定時定路線））の運行サービス全体に対する

満足度を 31.9％とする。 

コミュニティバス「くるリン」（デマンドバス）の利用者数を 33,970 人とする。 

 コミュニティバス運行事業収支率（定時定路線・デマンドバスの合算）を 16.5％

とする。 

（深谷市地域公共交通網形成計画 Ｐ１０１ 参照） 

 

（２）事業の効果 
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ⅰ）交通空白地帯の解消 

ⅱ）交通弱者の目的地までの足の確保 

ⅲ）鉄道や民間路線バスとの連携によるネットワーク構築 

ⅳ）財政負担に配慮した持続可能な交通体系の実現 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

・自治会等における利用説明会の開催（深谷市） 

・公共交通ガイドの作成・配布（深谷市） 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び

運行予定者 

別添の表１のとおり。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

深谷市地域公共交通会議が、運行収入及び国庫補助金を運行経費から差し引い

た差額分を交通会議運行経費補助金として負担することとしている。 

 

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

定時定路線型：（株）協同バス    ※～令和２年３月３１日 

花園観光バス（株） ※令和２年４月１日～ 

（北部定期便） 

デマンド： 花園観光バス（株） 

（北部デマンド、南部デマンド） 

デマンド：深谷タクシー（有） 

（岡部デマンド、川本デマンド、花園デマンド） 

 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定手法 

  【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

※補助対象事業者が協議会ではないので記載せず 

８．別表１の補助対象事業の基準ニただし書に基づき、協議会が平日１日当たり
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の運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

  【地域関幹線系統のみ】 

※地域内フィーダー系統確保維持関係のため、記載せず。 

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町

村に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

  【地域関幹線系統のみ】 

※地域内フィーダー系統確保維持関係のため、記載せず。 

10．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※地域内フィーダー系統確保維持関係のため、記載せず。 

11．外客来訪促進計画との整合性 

【外客来訪促進計画が策定されている場合のみ】 

 ※該当なし 

12．地域公共交通確保維持事業を行う地域の概要 

  【地域内フィーダー系統のみ】 

別添の表５のとおり。 

13．車両の取得に係る目的・必要性 

  【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を 

  受けようとする場合のみ】 

深谷市コミュニティバスは、平成２７年度からの前運行時に、バリアフリー新

法対応の車両を取得した。また、バリアフリー対応車両を導入することにより、

本市の目的である高齢者等の運転免許証を持たない交通弱者の円滑な移動が可

能となる。 

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

  【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を 

  受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

平成２６年度 ノンステップバス車両１台購入 

         ワンボックスバス車両１台購入 
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令和元年度 ノンステップバス車両１台購入 

         

令和２年度より定時定路線型の車両の輸送能力（定員）が高まるため、こ

れにより定員超過回数を令和５年度には０人に減少することを目標とする。

なお、新運行が市民に浸透するまで時間を要することから各年度の目標値を

以下のように設定する。 

平成３０年度 ４８人  令和 元年度 ３９人 

令和 ２年度 ３０人  令和 ３年度 ２０人 

令和 ４年度 １０人  令和 ５年度  ０人 

 

（２）事業の効果 

定時定路線型の車両の輸送能力（定員）が高まるため、定員超過数の減少

が期待できる。また、バリアフリー対応車両を導入することにより、本市の

目的である高齢者等の運転免許証を持たない交通弱者の円滑な移動が可能

となる。 

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者、要する費用負担者 

  【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を 

  受けようとする場合のみ】 

（１）取得計画  

   平成２６年度ノンステップバス車両（２９人乗）１台 

         ワンボックス車両（１２人乗、福祉仕様）１台 

   令和 元年度ノンステップバス車両（２９人乗）１台 

（２）事業者   

平成２６年度 （株）協同バス 

   令和 元年度 花園観光バス（株） 

（３）費用の総額 別添表６のとおり 

（４）負担者   

平成２６年度 （株）協同バス 

   令和 元年度 花園観光バス（株） 

（５）負担額   別添表６のとおり 
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16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持改善事業に

おける収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両

を活用した利用促進策） 

  【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※車両を取得しないので記載せず。 

17．協議会の開催状況と主な議論 

平成２５年度 

 第１回 深谷市地域公共交通会議 平成２５年 ５月 １日 

      ○会議の設置等 

 第２回 深谷市地域公共交通会議 平成２５年 ６月２７日 

      ○深谷市の現況、市民アンケート実施についての協議 

 第３回 深谷市地域公共交通会議 平成２５年 ９月２７日 

      ○市民アンケート結果報告、基本方針の設定 

 第４回 深谷市地域公共交通会議 平成２５年１１月２６日 

      ○基本計画の設定 

 第５回 深谷市地域公共交通会議 平成２６年 ２月１２日 

      ○実施計画の設定、生活交通ネットワーク計画（案）の協議 

 第６回 深谷市地域公共交通会議 平成２６年 ３月２０日 

      ○発注方法、契約方法についての協議 

     

平成２６年度 

 書面協議第１回（４月） 

      ○地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

                  （地域公共交通調査事業等） 

 書面協議第２回（５月） 

○事業Ⅱの仕様の見直しおよび再公募の実施 

 第１回 深谷市地域公共交通会議 平成２６年 ５月２８日 

      ○運行事業者についての協議 

 書面協議第３回（６月） 
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      ○交通不便地域局長指定の申請について 

      ○深谷市生活交通ネットワーク計画（案） 

 書面協議第４回（８月） 

      ○デマンドバス停設置要件について 

 第２回 深谷市地域公共交通会議 平成２７年 ２月２５日 

      ○予算の繰越について 

 

 平成２７年度 

 第１回 深谷市地域公共交通会議 平成２７年 ５月２７日 

      ○平成２６年度決算、平成２７年度予算の承認について 

       平成２７年度事業計画について 

 書面協議第１回（６月） 

      ○深谷市生活交通確保維持改善計画（案） 

 書面協議第２回（１２月） 

○南部シャトル便「南１０ 仙元荘」停留所の新設（案） 

 書面協議第３回（１月） 

○地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（案） 

 第２回 深谷市地域公共交通会議 平成２８年 ２月２２日 

      ○ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ運行事業の一部見直しについて 

 

 平成２８年度 

 第１回 深谷市地域公共交通会議 平成２８年 ５月２６日 

      ○平成２７年度決算、平成２８年度予算の承認について 

       平成２８年度事業計画について 

      ○ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ停及び運行ルートの変更について 

      ○深谷市生活交通確保維持改善計画（案） 

      ○交通不便地域局長指定申請について 

 第２回 深谷市地域公共交通会議 平成２９年 １月２３日 

      ○ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ停留所及び運行ルートの一部変更について 

      ○ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ車両広告の募集について 
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      ○地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

 

 平成２９年度 

 第１回 深谷市地域公共交通会議 平成２９年 ５月２５日 

      ○平成２８年度決算、平成２９年度予算の承認について 

       平成２９年度事業計画について 

      ○ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ停及び運行ルートの変更について 

書面協議第１回（７月） 

      ○深谷市生活交通確保維持改善計画（案） 

 書面協議第２回（１０月） 

○西循環便「ジャパン深谷店前（北）」停留所・南部シャトル便「ジ

ャパン深谷店（南）」停留所の名称変更について 

○南部シャトル便「藤沢公民館」停留所(第 1 便)の移設及びルート

変更について 

 書面協議第３回（１月） 

○地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（案） 

 

平成３０年度 

 第１回 深谷市地域公共交通会議 平成３０年 ５月２４日 

      ○平成２９年度決算、平成３０年度予算の承認について 

       平成３０年度事業計画について 

      ○深谷市地域公共交通網形成計画及びコミュニティバス「くるリ

ン」再編計画の策定について 

      ○深谷市地域公共交通会議設置要綱の一部改正について 

      ○ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ停及び運行ルートの変更について 

      ○平成３１年度生活交通確保維持改善計画(案)について 

第２回 深谷市地域公共交通会議 平成３０年 ７月２５日 

      ○地域公共交通基礎調査の結果について 

      ○地域公共交通の課題整理について 

      ○地域公共交通網形成計画 基本方針（案）について 
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第３回 深谷市地域公共交通会議 平成３０年 ９月２８日 

      ○地域公共交通網形成計画 基本方針（修正案）について 

      ○コミュニティバス「くるリン」課題整理、再編基本方針及び運行

再編案について 

第４回 深谷市地域公共交通会議 平成３０年１２月１９日 

      ○地域公共交通網形成計画（案）について 

第５回 深谷市地域公共交通会議 平成３１年 ２月１２日 

      ○深谷市コミュニティバス「くるリン」再編計画（案）について 

      ○深谷市地域公共交通網形成計画（案）の一部変更について 

書面協議第１回（１月） 

○地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（案） 

 

令和元年度 

 第１回 深谷市地域公共交通会議 令和元年 ５月２３日 

      ○平成３０年度決算、監査報告について 

      ○令和元年度事業計画（案）について 

○令和元年度 歳入歳出予算(案)について 

      ○令和２年度生活交通確保維持改善計画(案)について 

○深谷市地域公共交通網形成計画及びコミュニティバス「くるリ

ン」再編計画の計画書策定について 

      ○平成３０年度運行実績について 

      ○運行事業者選定(公募型プロポーザル方式)の経過報告 

書面協議第１回（６月） 

○深谷市コミュニティバス「くるリン」（定時定路線）運行事業の優先交渉権

者に対する意見の有無について 

 

18．利用者等の意見の反映状況 

（１）市民アンケート 

 ●平成２５年度 

対象者 ：地区ごとに無作為抽出した１５歳以上の市民３，０００人 

実施期間：Ｈ２５年７月５日からＨ２５年７月１９日まで 
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回収率 ：４６．２％ 

  ●平成２９年度 

対象者 ：地区ごとに無作為抽出した１５歳以上の市民３，０００人 

実施期間：Ｈ３０年１月１９日からＨ３０年２月４日まで 

回収率 ：３６．７％ 

（２）利用者アンケート 

 ●平成２５年度 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２５年７月８日からＨ２５年７月２６日まで 

回答数 ：１２５件 

 ●平成２７年度 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２７年８月３日からＨ２７年８月７日まで 

回答数 ：２２５件 

 ●平成２８年度 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２８年７月１日からＨ２８年７月７日まで 

回答数 ：２４３件 

●平成２９年度 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２９年６月１６日からＨ２９年６月２２日まで 

回答数 ：２４０件 

結 果 ：○定時定路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標とする指標 割合(%)
①バス停 71.8
②行き先 60.3
③運行本数 43.5
④運行時間 50.4
⑤定時性 79.4
⑥運賃 76.3

「現在のバス停でよい」と回答した割合

「現在の行き先でよい」と回答した割合

「現在の本数でよい」と回答した割合

「現在の時間帯でよい」と回答した割合

「ほぼ時刻表通りに運行している」と回答した割合

「現在の運賃で妥当である」と回答した割合  



12 

 

     ○デマンド 

 

 

 

 

 

●平成３０年度 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ３０年５月２２日からＨ３０年５月２８日まで 

回答数 ：２３７件 

結 果 ：○定時定路線 

      

 

     ○デマンド 

 

 

（３）乗降調査 

概  要：コミュニティバスの全バス停における乗降者数 

実施期間：Ｈ２４年８月１日から平成２５年７月３１日まで 

（４）ＯＤ調査 

●平成２５年度 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２５年７月９日 始発から終発まで 

サンプル数：３３７件 

目標とする指標 割合(%)
①バス停 64.2
②予約システム 46.9
③予約センター 76
④予約電話 29.4
④運行時間 76.1
⑤定時性 79.3
⑥運賃 78.9「現在の運賃で妥当である」と回答した割合

「現在のバス停でよい」と回答した割合

「分かりやすく現状のままでよい」と回答した割合

「分かりやすく現状のままでよい」と回答した割合

「現在の時間帯でよい」と回答した割合

「ほぼ時刻表通りに運行している」と回答した割合

「繋がりやすい」と回答した割合
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●平成２７年度 

・第１回 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２７年１０月１４日 始発から終発まで 

サンプル数：２８０件 

・第２回 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２８年１月１８日 始発から終発まで 

サンプル数：２９３件 

●平成２８年度 

・第１回 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２８年４月１８日 始発から終発まで 

サンプル数：２９８件 

・第２回 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２８年７月１５日 始発から終発まで 

サンプル数：３３０件 

・第３回 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２８年１０月２５日 始発から終発まで 

サンプル数：２７３件 

・第４回 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２９年１月３０日 始発から終発まで 

サンプル数：２９５件 

●平成２９年度 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ２９年７月１０日からＨ２９年７月１６日  

始発から終発まで 

サンプル数：２，２４７件 
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●平成３０年度 

対象者：コミュニティバス利用者 

実施期間：Ｈ３０年６月１４日 始発から終発まで 

サンプル数：４０４件 

（５）「市長と語る集い」各自治会への意見募集 

対象者 ：自治会に所属する全市民 

実施期間：Ｈ２５年１０月１５日からＨ２５年１２月２７日まで 

回答数 ：１３件 

 

19．協議会メンバーの構成 
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構成員 団体名および役職 

一般乗合旅客自動車運送事

業者 

国際十王交通（株） 営業部部長 

武蔵観光（株） 総務部長 

花園観光バス（株） 代表取締役 

（株）協同バス 代表取締役 

一般乗合旅客自動車運送事

業者が組織する団体 
一般社団法人 埼玉県バス協会 専務理事 

一般乗用旅客自動車運送事

業者 
深谷タクシー（有） 代表取締役 

一般乗用旅客自動車運送事

業者が組織する団体 

一般社団法人 埼玉県乗用自動車協会 

専務理事 

住民又は利用者の代表 

深谷市自治会連合会 会長、副会長（２名） 

深谷市老人クラブ連合会 会長 

深谷市民生委員・児童委員協議会 会長 

深谷商工会議所 会頭 

ふかや市商工会 副会長 

深谷市大里郡医師会 理事 

関東運輸局長（埼玉運輸支

局長）又はその指名する者 

国土交通省 関東運輸局 埼玉運輸支局 

首席運輸企画専門官 

道路管理者、埼玉県警察、学

識経験者その他の交通会議

が必要と認める者 

埼玉県 企画財政部 交通政策課 主査 

埼玉県熊谷県土整備事務所管理担当課長  

深谷警察署 交通課 交通規制係長 

寄居警察署 交通課 課長 

一般旅客自動車運送事業者

の事業用自動車の運転者が

組織する団体 

協同観光バス労働組合 執行委員長 

深谷市副市長 深谷市副市長 
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【本計画に関する担当者・連絡先】 

 （住 所）埼玉県深谷市仲町１１番１号 

 （所 属）深谷市都市整備部都市計画課 

 （氏 名）高橋 啓輔 

 （電 話）０４８－５７４－６６５４  

 （e-mail）toshi@city.fukaya.saitama.lg.jp 


